
平成２６年（２０１４年）１１月２１日発行 （２４４号）　 　－４－市 議 会 だ よ り

自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
みんなの党・小金井刷新の会
生活者ネットワーク
改革連合
市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井をおもしろくする会

（自民党小金井）
（日本共産党）
（公　 明　 党）
（市議会民主党）
（みんなの党）
（生活者ネット）
（改 革 連 合）
（市 民 自 治）
（市 民 会 議）
（こ が お も）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面～７面）
９月４日、５日、８日、９日

一 般 質 問 と は
　議員が議案を審議・議決する以外に、
市政全般にわたり、市長や行政機関な
どに対し、質問することができます。
　市が行う事務の状況や将来に対する
方針などについての質問をし、報告や
説明を求めるこ
とをいいます。

 一般質問はいつ行われるの？
 原則３月、６月、９月、１２月の年４
回の定例会で行います。

 質問時間はどのくらい？
 １人１回おおむね１時間以内です。
 傍聴はできるの？
 だれでも傍聴できますので、議会事
務局で傍聴の手続をしてください。
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議 会 Ｑ＆議 会 Ｑ ＆ ＡＡ

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

総
合
体
育
館
、
栗
山
公
園
健
康
運

動
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の

利
用
者
数
は
約　

万
人
で
、
過
半
数

４７

は
個
人
利
用
で
あ
る
。
契
利
用
者
が

競
技
中
に
接
触
事
故
等
で
怪
我
を
し

た
場
合
の
実
態
は
。
形
事
故
対
応
の

保
険
を
か
け
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
競
技
中
の
接

触
や
衝
突
に
よ
る
事
故
は
、
完
全
に

は
防
げ
ず
、
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
利
用
者
同
士
の

事
故
報
告
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
救
急
車
の
手

配
と
応
急
手
当
を
行
っ
て
い
る
。
形

５
人
以
上
で
活
動
す
る
団
体
に
は
、

掛
金
が
年
間　

円
程
度
の
ス
ポ
ー
ツ

８００

保
険
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
は
、
施
設
の
瑕
疵
に
よ

る
保
障
と
、
主
催
す
る
教
室
事
業
を

体
育
施
設
で
事
故

体
育
施
設
で
事
故
がが

起
き
た
場
合
の
対
応

起
き
た
場
合
の
対
応
はは

保
障
す
る
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
公
園
の
維
持
管
理
は

少
額
の
予
算
で
地
元
団
体
に
任
せ
る

べ
き
」「
昭
和　

年
５
月
以
前
に
着
工

５６

し
た
一
部
鉄
骨
を
含
む
木
造
住
宅
へ

も
耐
震
診
断
・
改
修
費
の
一
部
を
助

成
す
べ
き
」「
視
覚
障
が
い
者
へ
市
報
、

議
会
報
、
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り
、

声
の
雑
誌
等
、
情
報
を
十
分
に
届
け

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
テ
ー
プ
収
録

や
デ
ジ
タ
ル
化
、
対
面
朗
読
の
環
境

整
備
に
努
め
、
小
金
井
市
対
面
朗
読

の
会
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の

活
動
に
協
力
を
」
等
の
内
容
を
質
問

し
ま
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
我
が
国
で

は
過
去
、
Ｍ
７
～
Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
大

地
震
が　

年
間
に　

回
程
度
起
き
る

３０

１０

期
間
が
存
在
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の

間
、
大
災
害
は
ま
さ
に
忘
れ
ぬ
う
ち

に
や
っ
て
き
て
い
る
。
近
年
の
地
震

等
の
発
生
状
況
か
ら
み
て
、
我
が
市

も
早
急
な
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
契
具
体
的
な
指
摘
・
提
案

と
し
て
、
本
庁
舎
が
全
壊
し
た
場
合

の
災
害
対
策
本
部
は
ど
う
す
る
の
か
。

形
小
中
学
校
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

は
セ
ン
サ
ー
機
能
が
な
く
、
途
中
で

止
ま
ら
な
い
。
近
隣
市
を
参
考
に
、

特
殊
な
器
具
を
装
着
し
な
い
か
。
径

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
等
の
実
践
的
な
防
災

競
技
を
運
動
会
で
取
り
入
れ
な
い
か
。

恵
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
重
要
性

を
市
報
等
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

大
災
害
は
忘
れ
ぬ
う
ち

大
災
害
は
忘
れ
ぬ
う
ち
にに

や
っ
て
く

や
っ
て
く
るる

　

市
長　

契
大
災
害
で
本
庁
舎
が
使

い
に
く
く
な
っ
た
場
合
は
、
隣
の
消

防
署
の
地
下
や
１
階
を
使
わ
せ
て
も

ら
う
こ
と
で
対
応
で
き
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
大
変
重
要
な

こ
と
だ
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

優
先
度
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

径
町
会
の

運
動
会
な
ど
で
、
防
災
競
技
と
い
う

観
点
が
入
る
と
啓
蒙
に
な
る
。
市
か

ら
も
提
案
は
で
き
る
。
恵
災
害
時
の

家
族
と
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
、
啓

蒙
・
啓
発
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
貫
井
南
セ
ン
タ
ー
へ
の

自
動
販
売
機
設
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

へ
の
移
行
に
向
け
、
私
立
幼
稚
園
の

意
向
調
査
を
し
て
い
る
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

６
月
に
全
園
と

懇
談
し
、
対
応
方
針
の
意
向
調
査
を

行
っ
た
。
本
市
も
保
育
課
で
認
定
こ

ど
も
園
、
幼
稚
園
を
所
管
す
る
方
向
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

移
行
に
向
け

て
は
園
の
独
自
性
を
尊
重
し
、
判
断

を
委
ね
て
い
る
。

　

許
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
向

け
た
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

福
祉
保
健
部
長　

内
閣
府
か
ら
示

さ
れ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
検
討
し

て
い
く
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
市
民
と
し
て
自
立
し
、
地
域
で

共
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
共
生
都
市
小
金
井
の
実
現
を
、
小

金
井
市
障
が
い
者
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

国
の
施
策
に
対
し

国
の
施
策
に
対
し
、、

市
独
自
の
考
え

市
独
自
の
考
え
はは

て
お
り
、
基
本
方
針
が
出
て
ど
う
考

え
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

距
小
金
井
市
で
も
防
災
基
本
条
例

の
策
定
を
検
討
し
な
い
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

防
災
の
条

例
は
都
区
部
９
区
が
制
定
し
、
多
摩

市
町
村
で
は
制
定
し
て
い
な
い
。
条

例
前
文
に
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助

の
理
念
が
不
可
欠
で
、
行
政
と
住
民

が
連
携
・
協
働
し
て
初
め
て
効
果
が

期
待
で
き
る
旨
と
、
行
政
、
住
民
、

事
業
所
の
各
々
の
責
務
が
示
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
、
地
域
防
災
計

画
を
基
本
に
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

防
災
の
取
組
と
し
て
推
進
し
た
い
。

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

市
民
参
加
条
例
の
施
行
か
ら
丸
十

年
が
経
過
し
た
が
、
目
指
す
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て
い
る
か
。

　

契
都
市
計
画
審
議
会
に
は
市
民
委

員
枠
が
な
い
。
市
民
参
加
推
進
会
議

か
ら
の
提
言
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
形
若
い
世
代
の
審
議
会
参

加
率
が
参
加
者
全
体
の
約
５
％
と
低

い
。
若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
無
作

為
抽
出
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。
径
子
ど
も
が
市
政
に
考
え

や
思
い
を
反
映
す
る
機
会
は
。
恵
昨

年
の
小
学
校
給
食
調
理
業
務
民
間
委

託
の
際
に
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

市
民
参
加
条
例
の
運
用
検
証
は
市
民

参
加
推
進
会
議
で
協
議
で
き
る
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
今
後
検
討
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

企
画
政
策
課
長　

形
今
回
初
め
て

市
民
参
加
の
目
指
す
姿

市
民
参
加
の
目
指
す
姿
とと

実
態
の
ギ
ャ
ッ

実
態
の
ギ
ャ
ッ
ププ

無
作
為
抽
出
に
よ
る
公
募
を
試
行
し

た
の
で
、
検
証
を
し
つ
つ
各
附
属
機

関
等
の
状
況
に
も
十
分
配
慮
し
な
が

ら
、
先
進
事
例
も
参
考
に
丁
寧
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。
恵
過
去
に
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
係
る
提
言
事
例
は
あ

る
が
、
事
案
ご
と
で
の
対
応
と
な
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

径
今
年
度
は
地

域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や

出
来
事
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と

の
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て

の
話
を
し
よ
う
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

新
入
生
登
下
校
時
の
安

新
入
生
登
下
校
時
の
安
全全

確
保
と
小
金
井
桜
復
活

確
保
と
小
金
井
桜
復
活
へへ

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
小
学
校
の
新
入
生
登
下
校
時
の

安
全
確
保
を
。
そ
の
対
応
策
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
と
交
通
安
全
の
下
敷
き
を
東
京

小
金
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
寄
付
し
て
い

た
だ
き
、
新
１
年
生
に
配
布
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
貸
与
も
継
続
し
、
登
下

校
時
の
安
全
・
安
心
に
努
め
て
い
る
。

更
に
、
学
校
ご
と
に
一
定
期
間
、
新

入
生
在
住
の
地
域
別
に
集
団
下
校
を

実
施
。
担
任
を
含
め
教
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
方
々
が
付
き
添
い
、
安
全
に

下
校
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

今
後
も
校
長
会
等
で
登
下
校
時
の
安

全
指
導
や
安
全
体
制
の
充
実
を
図
り
、

学
校
関
係
者
や
警
察
等
と
連
携
し
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
図
る
。

　

許
名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
復
活

の
取
組
に
つ
い
て
、
木
村
基
成
都
議

会
議
員
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
具
体
的
な
取
組
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

都
水
道
局
の
多

大
な
る
ご
協
力
、
都
教
育
庁
の
ご
理

解
に
よ
り
、
関
野
橋
・
梶
野
橋
間
の

上
流　
ｍ
、　

本
弱
の
桜
の
補
植
を

１５０

２０

秋
か
ら
予
定
。
市
民
団
体
と
協
力
し
、

今
後
も
事
業
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
と
強
化
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
評
価

と
運
動
不
足
解
消
促
進
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進
と
市
内
経
済
活
性
、

産
業
振
興
プ
ラ
ン
改
定
の
取
組
に
つ

い
て
、
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。


